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インターンＯＢらと交流する子どもたち

小布施町役場の深川氏（宮原出身）と
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復興支援リンゴ販売
熊日宮原販売センターでは、小

布施町の復興支援の第一弾として、

「信州リンゴ３兄弟」と呼ばれて

いる３種類のリンゴ300㎏の販売を

行い、利益は小布施町へ寄付いた

します。多くのみなさまのご支援

を、よろしくお願いいたします。

・期日：１０月２７日（日）

・時間：９：００～１５：００

【ただし、完売の時点で終了】

・場所：熊日宮原販売センター

・種類：シナノスイート、秋映、シナノ

ゴールドの３種類のリンゴを300㎏販

売。ばら売りが基本ですが、5㎏箱売

りも有ります。なお、リンゴは、水害に

あった品ではありません

・問合先：岩本へ090-3197-7908

【裏面の熊日クイズの答え】
問題A:小学生用

①５年生35人、②水無川の模型を

使って、川の氾濫を防ぐ堤防の働き、

③次世代のためにがんばろう会、④

堤防に３センチほどの穴を開け、住

宅地で水が広がる様子を確かめた、

⑤早めに避難するようにしたい

問題A：中学生用

①地球にやさしい、②熊本は原料と

なる竹林が不豊富な九州の中心に

位置し、原料調達などで地の利を生

かせる、③50万本、④竹や茶がらと

いった植物繊維のセルロースを粉砕

し、でんぷんと植物由来の樹脂、水

を加える、⑤３～６カ月人

共通問題

①今度コンサートの指揮者をやる予

定なんだモン！

本日は、イベントが盛り沢山♪

◆小布施町との交流

平成１１年、旧宮原町職員の行政視

察を機に交流が始まり、双方で物産

展を開催。その後、物産を中心とした

民間交流に発展し、毎年１２月には双

方で「わらしべ市」を開催している。

また、熊本地震の折は、小布施町か

ら民間団体のイベント収益金、議員と

職員の方々から合計100万円ほどの

義援金が氷川町へ送られている。

◆リンゴの被害8400万円

同町では千曲川の河川敷などでり

んごの栽培が盛んに行われているが、

台風１９号により千曲川が越流。２３ヘ

クタールが浸水し、収穫を前にした農

作物が被害を受け、りんごの被害額

は8400万円を超えるようだ。

さらに、スマートインターチェンジが

水没し、道の駅が営業停止になった

ほか、秋の観光シーズンでありながら

観光客が激減。また、２つの直売所が

被害を受け、農家はリンゴやブドウな

どの出荷先を失った。

ず、不自由な生活を送っている。

なお、ボランティア作業は地元住民

中心で行い、１０月２７日を以てボラン

ティアセンターは閉鎖される。

◆復興支援でミカンとショウガを販売

今回の訪問では、当初ボランティア

作業を計画したが、週間天気予報が

雨だったため６次産業センターで農

産物の販売のみを行った。

長野県小布施町の復興支援・調査へ
農産物販売で、売上額61.000円を寄付

第１回ひかわあかり展
～竹灯籠が氷川の夜を彩る～

・期日：１０月２７日（日）

・時間：１８：００～２１：００

・場所：氷川町まちつくり酒屋

Tel ５３－５５５０

・その他：甘酒、カレー、ホットドッグな

どおいしい物を出店

★小布施行きで感じたこと
小布施で販売した時、宮原のわらし

べ市とは何か違う感触があった。おそ

らくそれは、全く知らない土地・お客さ

んしかおらず、新鮮な気持ちがあった

のと、興味を持つお客さんが予想以

上に多かったことだ。

宮原では、知っている人や常連のお

客さんが来ることが多かったと感じる。

だから、小布施と宮原の人は少し感覚

が違うことが分かった。今年のわらし

べ市では、完売することができるよう、

宮原の人々の興味をひくような販売を

したい。

【八代中２年：寺岡拓海】

小布施の方たちは、とてもフレンド

リーに話しかけて下さった。差し入れ

や「ありがとう」「がんばって」などの温

かい言葉を頂き、とても安心したのが

印象に残っている。

交流会では、「今できることをやると

いい」とアドバイスをもらい、好き嫌い

せずチャレンジしようと思った。

【氷川中１年：稲本美聖】

これまで人と接する時、笑顔でいよう

と思ってもなかなか実行に移せなかっ

た、小布施を訪れて、これから地域の

人と接する時は笑顔を意識しようと

思った。

また、話をする時に「いろいろ・・・」と

言う癖があるが、それではわからない

ので、なるべく具体的なことを話すよう

にしたいと思う。

【氷川中１年：山本遥介】
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まちの課題解決・探究コース３期生の中学生３人と弊店の岩本が小布施町を

訪問し、１０月１９日は同町の６次産業センターでミカンやショウガを販売。売上

げの61,000円を同町へ寄付し、翌日は町内散策などを行った。

一方で、当初約５０人いた避難所

生活者は、町営住宅への移行など

により２０人程度に減少したが、広域

の下水道処理施設が浸水被害を受

け、町内の８割で下水道施設が使え

用意したミカン８０㎏の内、２０㎏は

避難所へ寄付し、ショウガ４０㎏とレモ

ン２０㎏を販売。地元住民や観光客が

買い求め、約３時間で完売し、売上げ

額の61,000円を全額同町へ寄付した。

◆インターンOBらと交流会

19日の夜はインターンＯＢらと交流

会を行い、課題解決コースの活動を

紹介してアドバイスを受けた。

翌日は町内の北斎館等を散策し、

街並みの美しさを学んだ。



昨年度に引き続き、 ㈱氷川のぎろっちょの中高生が出題する熊日ク

イズを掲載します。問題の答えは、表面の下に掲載しています。

中高生のみなさんは、読解力を付けるために、ぜひチャレンジしてみて

下さい。また、記事の感想を簡単にまとめ、家族で話し合うこともいい勉

強になると思います(*^^)v

熊日クイズ ㈱氷川のぎろっちょ

実李からの挑戦状
問題B：共通

問題A：小学生用

◆堤防の働き
①防災出前講座には、宮地小のだれ

が参加した？

② ①の講座では何を学んだ？

③川を再現した手作り模型を持参した

のはだれ？

④模型を使い、どのようにして川の氾

濫を再現した？

⑤江﨑沙弥さんは、大雨の時はどうす

べきだと言っている？

問題A：中学生用

◆脱プラスチック
①社名のアミカテラは、どんな意味？

②アミカテラが熊本に進出を決めた理

由は？

③アミカテラは、ストローを１日にどれく

らい生産する予定？

④アミカテラでは、生分解性プラスチッ

クをどうやって作る？

⑤アミカテラの製品は、土の中ではど

れくらいで分解される？

問題B：共通

◆羊毛
くまモンの４コママンガです。①のセリ

フを考えて下さい。

※答えは、表面の下に掲載(*^^)v

問題A：中学生用

問題A：小学生用


